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1. はじめに

 近世 日本舞踊史の研究は多 くの研究者によって

語 り尽されているように思えるが, 日本舞踊が現

在 どうい う人達 によって伝承されているかを考え

ると, 欠落 している部分が大変多いのではないか

と思えてならない。

日本舞踊の担い手は, 必ず流儀というものに制

約される。歌舞伎俳優も小 さい時から何々流とい

う流儀の師匠に教授 されるのが通常であるから, 

近世 日本舞踊は流儀の伝承と創造を無視 して語る

ことはできない。

 近世 日本舞踊史の研究は, 小寺融吉著 「日本近

世舞踊史」(昭 和6)と 九重左近著 「江戸近世舞

踊史」(昭 和4)に 代表 される。小寺は, 歌舞伎

俳優を中心に, 九重は歌舞伎所作事から日本舞踊

曲をジャンル別に考察 している。いずれも歌舞伎

上演史か ら舞踊曲を抜 き出 して研究の対象とした

もので, 歌舞伎史の一部分の研究といってもいい。

それ故今 日の"日 本舞踊"で いう"舞 踊の近世"

はどうい うものであったかという研究は未開拓と

いえる。

2. 水木歌寿栄, 水木流伝承曲ノー ト

 ノー トに書かれた伝承曲は下記の通 りであるが, 

六曲中五曲が歌舞伎で初演されている。では伝承

曲を歌舞伎所作事史に当てはめて考えていいかと

いうと, そうではないようだ。

 歌舞伎 と日本舞踊, 二つの関係がどういうもの
であるのか, 近世舞踊史の研究はこの問題が解決

されないと, 充分 とはいえないのではないだろう

か。

 例えば 「東丹前」 は, 本名題は 「早咲枕丹前」

といい, 通称 は 「枕丹前」。水木流伝承曲では, 

(上)の 巻の途中のへ花のあづ ま」から伝承 され

ている事か ら 「東丹前」 と通称 している。

「今様春駒」は, 官女, 春駒お どり, 杜若, や

りおどり, 傾城, 山賎芝刈, 布さらしの七変化所

作事の内二番目の 「春駒おどり」が伝承 された。

 二つの初演時, 宝暦6年, 8年 を水木流系譜に
当てはめると, 二代水木歌仙というお狂言師の時

代 に伝承されたものだろうか。

 このように二曲とも定かではないが, 伝承され

た曲の振付の考察, 流派史, 音楽面の考察などを

深めて, 水木流伝承曲二曲が近世 日本舞踊史に

とってどういう位置を占めるのか, 研究を進めな

ければならない, 水木流舞踊, 及び歌舞伎所作事

史が深 まることになると思 う。
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